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「
い
け
ば
な
」
命
を
生
か
す

　
華
道
は
、草
木
や
花
を
器
に
生
け
て
美
を
表
現

す
る
日
本
の
伝
統
文
化
で
す
。単
な
る
空
間
の
装

飾
に
と
ど
ま
ら
ず
植
物
の
命
と
向
き
合
い
、自
然

の
美
し
さ
、季
節
の
移
り
変
わ
り
を「
間(
空
間)

」

の
美
学
と
と
も
に
表
現
す
る
求
道
的
な
精
神
性

(

芸
道)

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
植
物
や
そ
の
他
様
々
な
材
料
を
組
み
合
わ
せ

構
成
し
、文
化
鑑
賞
し
ま
す
。様
々
な
流
派
が
あ

り
様
式
・
技
法
は
各
流
派
に
よ
っ
て
異
な
り
現

代
で
は
国
際
的
に
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
ど
う

い
け
の
ぼ
う

た
て
ば
な

り
っ
か

仏
教
と
の
結
び
つ
き

　
室
町
時
代
、京
都
の「
六
角
堂
」の
僧
侶
が
仏
前

に
花
を
供
え
た
こ
と(

仏
華
・
く
げ)

が
起
源
と

さ
れ
て
い
ま
す
。僧
侶
は
代
々
池
の
ほ
と
り
に
居

住
し
て
い
た
こ
と
か
ら「
池
坊
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。そ
う
し
た
呼
び
名
が
後
世
に
流
派
の
名

前
と
な
り
ま
し
た
。家
元
、宗
家
ら
に
よ
っ
て
江

戸
時
代
中
期
に
か
け
て
立
花(「
立
華
」と
も
書

く)

と
呼
ば
れ
る
型
が
大
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
な
る
と
、華

道
は
そ
れ
ま
で
の
上
流
階
級
・
武
家
階
級
の
も

の
か
ら
広
く
庶
民
の
た
し
な
み
へ
と
変
化
。生
花

を
中
心
に
広
く
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
ょ
う
か
・
せ
い
か

　　
令
和
8
年
10
月

[

前
期]

9
日
・
10
日
、

[

後
期]

11
日
・
12
日

に
石
橋
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
華

道
展
を
行
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
折
と
は
存

じ
ま
す
が
、皆
様
の

お
越
し
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

発
展　

　
当
初
は
床
の
間
に
飾
る
格
式
高
い
も
の
で
し

た
が
、次
第
に
庶
民
の
教
養
や
芸
術
と
し
て
全
国

に
広
ま
り
ま
し
た
。

代
表
的
な
三
大
流
派

　
日
本
に
は
数
百
の
流
派
が
存
在
し
ま
す
が
、そ

の
中
で
も
特
に
規
模
が
大
き
く
有
名
な
の
が
三

代
流
派
で
す
。　

　

1　
池
坊

５
５
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
、華
道
の
根
源
と

さ
れ
て
ま
す
。伝
統
的
な「
立
花
」か
ら
現
代
的
な

ス
タ
イ
ル
ま
で
幅
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2　
小
原
流

明
治
時
代
に
創
始
さ
れ
、自
然
の
風
景
を
浅
い
水

盤
に
表
現
す
る「
盛
花
」を
確
立
し
ま
し
た
。

　

3　
草
月
流

大
正
時
代
に
創
始
さ
れ
た
、型
に
と
ら
わ
れ
な
い

自
由
で
前
衛
的
な
表
現
を
得
意
と
す
る
流
派
で

す
。

　
（
華
道
部
・生
津 

春
花
）

池
坊
六
角
堂
は
室
町
時
代
い
け
ば
な(
華
道)
発
祥
の
地

床
の
間
の
仏
華《
池
坊
》

●
華
道
部
の
会
員
は
、　

池
坊
久
留
米
支
部
、古
流
松
藤
会
、草
月
流
万
年

青
会
、池
坊
三
潴
支
部
、草
月
流
洵
花
会
、小
原
流

久
留
米
支
部
、草
月
流
A
I
C
F
、大
和
池
坊
、嵯

峨
御
流(

今
年
退
会) 　
現
在
67
名
。

い
け
の
ぼ
う

り
っ
か

お
は
ら
り
ゅ
う

も
り
ば
な

そ
う
げ
つ
り
ゅ
う

第
45
回
会
員
華
道
展

華
道
の
歴
史

久留米市・モデスト市姉妹都市締結30周年記念事業のお出迎え花。　
久留米市とモデスト市の姉妹都市締結30周年を記念した「生花（華
道）」と「箏曲（邦楽）」の特別コラボレーションで制作したお出迎え花
です。草月流の先生のご指導のもと、連文華道部の若手部員が合作
で制作しました。

《
小
原
流
》

参
考
資
料 : 

池
坊
書
簡「
池
坊
専
好
立
花
の
世
界
」
　
日
本
華
道
社
発
行

         　
　
池
坊
本
部

         　
　
小
原
流
副
読
本「【
復
刊
】い
け
ば
な
の
道 

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
一
般
財
団
法
人
小
原
流
事
業
部
発
行 
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定
期
総
会
を
終
え
て

　
令
和
8
年
5
月
30
日
（土）
ホ
テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ

創
世
お
い
て
、令
和
8
年
度 
久
留
米
連
合
文
化

会
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、

第
1
号
議
案
　
令
和
7
年
度
久
留
米
連
合
文
化
会

事
業
報
告
並
び
に
決
算
承
認
・
監
査
報
告

第
2
号
議
案
　
令
和
8
年
度
久
留
米
連
合
文
化
会

事
業
計
画
及
び
予
算

第
3
号
議
案
　
創
立
80
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

第
4
号
議
案
　
規
約
改
正

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。第
3
号
議
案
で
は
、創
立
80

周
年
記
念
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
お
諮
り
し
た

と
こ
ろ
、実
施
す
る
方
向
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【 

創
立
80
周
年
記
念
事
業 

】　

久
留
米
連
合
文
化
会
は
昭
和
24
年（
1
9
4
9
年
）

に
創
立
さ
れ
、令
和
12
年（
2
0
3
0
年
）に
創
立

80
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。ま
た
、

令
和
11
年（
2
0
2
9
年
）に
は
県
文
連
ふ
く
お
か

県
芸
術
文
化
祭
の
担
当
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
80
周
年
記
念
事

業
を
開
催
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
記
念
事
業
に
向
け
て
は
、今
後
数
年
間
に
わ
た

り
計
画
的
に
積
立
を
行
う
予
定
で
す
が
、会
員
数

や
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、無
理
の
な
い
範

囲
で
内
容
や
規
模
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
は
、実
行
委
員
会
を
中
心
に
準
備
を
進
め
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
創
立
80
周
年
を
迎
え
る

喜
び
を
分
か
ち
合
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
議
案
審
議
終
了
後
に
は
、久
留
米
連
合
文
化
会

表
彰
、新
会
員
紹
介
を
行
い
、滞
り
な
く
総
会
を

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
度
　
久
留
米
連
合
文
化
会

久
留
米
文
学
賞
　﹇
　

文
芸
部
門
　

﹈（
令
和
7
年
度
）

浮
池
　

明
子（
俳
句
）　
・
名
島
　

ミ
ヤ
子（
短
歌
）

平
川
　

悦
子（
川
柳
）　

連
文
会
員
賞
　﹇
　

美
術
部
門
　

﹈（
令
和
7
年
度
）

髙
木
　

和
子（
日
本
画
）・
平
井
　

舟
風（
水
墨
画
）

江
口
　

登（
洋
画
）　
　
・
豊
福
　

き
み
枝（
洋
画
）

馬
場
　

節
子（
洋
画
）　
・
小
森
　

博
之（
彫
刻
）　

髙
木
　

重
太（
工
芸
）　
・
河
村
　

美
津
子（
書
道
）

原
　

秋
香（
書
道
）　
　
・
髙
良
　

慶
治（
写
真
）

森
山
　

峰
熙（
写
真
）　
・
吉
崎
　

勇（
デ
ザ
イ
ン
）

連
文
会
員
賞

﹇
　

舞
台
芸
術・
華
道・
茶
道
部
門
　

﹈（
令
和
7
年
度
）

北
川
　

陽
泉（
茶
道
）

永
年
50
年
表
彰

小
川
　

寿
一（
日
本
画
）

永
年
30
年
表
彰

栗
林
　

喜
美
子（
短
歌
）・
浦
　

孝
子（
華
道
）

石
井
　

宗
江（
茶
道
）　
・
小
屋
松
　

宗
賀（
茶
道
）

　新
会
員

●
　

令
和
7
年
度

﹇
　

文
芸
部
門
　

﹈山
本
　

友
美（
小
説
）／
田
中
　

黍

離（
川
柳
）　﹇
　

美
術
部
門
　

﹈坂
本
　

愛
艶（
水
墨

画
）／
岩
橋
　

則
好
・
有
働
　

功
一・
星
野
　

マ
ユ
ミ
・

森
本
　

博
子（
洋
画
）／
池
末
　

真
弓
・
實
藤
　

淳
子
・

執
行
　

華
影
・
田
中
　

和
子
・
辻
　

桂
苑
・
西
岡
　

雪

影
・
持
山
　

雅
泉（
書
道
）／
上
野
　

睦
士
・
中
野
　

政
重
・
馬
場
　

康
・
松
竹
　

則
之（
写
真
）﹇
　

舞
台

芸
術
部
門
　

﹈清
元 
延
志
寿
和（
邦
楽
）／
横
山
　

奈
津
記（
洋
楽
）／
前
原
　

寿
代（
映
画
演
劇
）／

松
林
　

亜
耶（
洋
舞
）　﹇
　

華
道
部
門
　

﹈深
見
　

智

子（
華
道
）　﹇
　

茶
道
部
門
　

﹈白
水
　

宗
恵（
茶
道
）

　
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、令
和
7
年
度
の
久
留

米
市
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
短
歌
部 

深
野

亨
輔
氏
、映
画
演
劇
部 

齋
藤
豊
治
氏
の
祝
賀
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、久
留
米
市
副
市
長 

橋
本
政
孝

様
、久
留
米
市
議
会
議
長 

石
井
秀
夫
様
、本
年
度

着
任
さ
れ
た
久
留
米
市
市
民
文
化
部
文
化
芸
術

担
当
部
長 

深
堀
尚
子
様
、久
留
米
文
化
推
進
協

議
会
会
長 

橋
本
安
彦
様
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓

の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、会
員
同
士
も
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、親
睦
を
深
め
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　（
事
務
局
・
竹
下 

さ
お
り
）

【
表
彰
を
受
け
た
会
員
、新
会
員
を
ご
紹
介 

】

功
労
賞

古
賀
　

利
恵（
水
墨
画
）・
川
島
　

幹
夫（
写
真
）

●
　

令
和
8
年
度

﹇
　

美
術
部
門
　

﹈酒
井
　

貴
輝（
日
本
画
）／
宮
﨑
　

な

み
江（
洋
画
）／
瀧
口
　

智
之
・
千
種
　

美
朗（
写
真
）

﹇
　

舞
台
芸
術
部
門
　

﹈伊
藤
　

倉
吉（
謡
曲
）﹇
　

茶
道
部

門
　

﹈秋
山
　

仙
悦
・
青
木
　

宗
久（
茶
道
）

▶
新
入
会
員
紹
介

▶
表
彰

表
彰
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８
、献
句　
吉
田
い
ず
み（
久
留
米
連
合
文
化
会　
俳
句
部
）

　
　
　
　
　
田
中
黍
離　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
川
柳
部
）

９
、献
歌　
栗
林
喜
美
子（
久
留
米
連
合
文
化
会　
短
歌
部
）

10
、主
催
者
挨
拶

　
　
　
　
内
野
博
夫　　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
会
長
）　

11
、地
元
代
表
挨
拶

　
　
　
　

深
山
和
義　　
（
山
本
校
区
振
興
会
会
長
）　

12
、親
族
代
表
挨
拶　

　
　
　
　

髙
山
喜
一
郎　

13
、閉
祭
の
言
葉

１
、開
祭
の
言
葉　
司
会

　
　
才
田
亜
希
子（
久
留
米
連
合
文
化
会
代
表
理
事
）

２
、献
酒

原
口
新
五（
久
留
米
市
長
）

石
井
秀
夫（
久
留
米
市
議
会
議
長
）

井
上
謙
介（
久
留
米
市
教
育
長
）

髙
山
喜
一
郎（
御
親
族
）

石
橋
鉄
也（
御
親
族
）

内
野
博
夫（
久
留
米
連
合
文
化
会
会
長
）

入
江
剛
史（
西
日
本
新
聞
社
久
留
米
総
局
長
）

山
本
修
司（
久
留
米
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
国
際
交
流
協
会
常
務
理
事
）

宮
原
義
治（
久
留
米
文
化
振
興
会
常
務
理
事
）

深
山
和
義（
山
本
校
区
振
興
会
会
長
）

橋
本
安
彦（
久
留
米
文
化
推
進
協
議
会
会
長
）

荒
木
康
博（
青
木
繁
旧
居
保
存
会
会
長
）

久
我
敏
博（
久
留
米
連
合
文
化
会
美
術
部
門
代
表
）

３
、祭
文　
原
口
新
五（
久
留
米
市
長
）　

４
、献
歌　
山
本
小
学
校
３
年
生
児
童
に
よ
る

　　
　
青
木
繁
研
究
の
発
表「
母
い
ま
す
国
」合
唱

５
、献
花　
大
石
理
真　　
　（
久
留
米
連
合
文
化
会　
華
道
部
）

６
、献
茶　
北
川
陽
泉　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
茶
道
部
）　

７
、献
書　
橋
村
醴
泉　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
書
道
部
）　

青
木
繁
を
偲
ん
で

第
73
回
け
し
け
し
祭

　
令
和
8
年
3
月
20
日（
金
・
春
分
の
日
の
祝
日
）

に
兜
山（
け
し
け
し
山
）に
て「
け
し
け
し
祭
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
数
日
前
に
は
雨
で
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

前
日
・
当
日
と
春
の
心
地
よ
い
日
和
と
な
り
、例

年
の
雨
天
時
の
テ
ン
ト
も
取
り
払
わ
れ
遮
る
も

の
の
な
い
中
、眼
下
に
筑
後
平
野
を
眺
め
て
の
碑

前
祭
と
な
り
ま
し
た
。 

　
時
折
、突
風
吹
き
荒
れ
る
と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
こ
れ
も
天
か
ら
の
聲
の
よ
う
で
，有
り
難
い
風

で
し
た
。 

　
開
祭
の
言
葉
の
後
、

献
酒
、祭
文
、山
本
小
学

校
3
年
生
に
よ
る「
母

い
ま
す
国
」合
唱
、献
花
、

献
茶
、献
書
、献
句
、献

歌
、主
催
者
・
地
元
代

表
の
挨
拶
、最
後
に
親

族
代
表
の
髙
山
喜
一
郎

様
の
ご
挨
拶
ま
で 

高
良

の
風
を
肌
で
感
じ
て
終

え
、ま
し
た
。 

　
昼
食
時
は
、お
天
道

さ
ま
の
キ
ラ
キ
ラ
と
眩

し
い
光
の
中
、春
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
良
き
碑

前
祭
の
一
日
で
し
た
。

献句：
田中黍離（川柳部）

献歌：
栗林喜美子（短歌部）

献句：
吉田いずみ（俳句部）

献書：
橋村醴泉（書道部）　

献茶：
北川陽泉（茶道部）　

献花：
大石理真　（華道部）

昼食でかっぽ酒を楽しむ参加者

（
広
報
委
員
会
・
北
川　
陽
泉
）

献酒：来賓・青木繁親族

主催者挨拶：内野博夫（連文会長） 献歌：山本小学校 3年生
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『
久
留
米
文
学
』新
編 

第
七
十
三
号
発
刊
に
あ
た
り

　
文
芸
部
の
活
動
と
し
て
、七
十
三
年
目
を
迎
え

た『
久
留
米
文
学
』と
い
う
刊
行
物
が
あ
り
ま
す
。

冊
子
で
す
の
で
、編
集
・
印
刷
に
費
用
が
か
か
り
、

存
続
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、続

け
る
為
の
方
法
を
考
え
、印
刷
製
本
だ
け
を
発
注

す
る
と
い
う
や
り
方
で
費
用
を
抑
え
よ
う
と
い

う
事
に
な
り
、よ
う
や
く
発
行
し
た
の
が
、新
編

七
十
三
号
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
簡
単
な

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、文
芸
部
門
副
会

長
の「
や
っ
て
み
よ
う
」と
い
う
気
持
ち
と
、事
務

局
の
竹
下
さ
ん
・
古
賀
さ
ん
の
ご
協
力
で
何
と

か
新
し
い
方
法
を
見
出
し
、七
十
四
号
の
募
集
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
、関

わ
ら
れ
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
文
芸
部
門
に
限
ら
ず
他
の
部
門
の
方
々
、ま

た
連
文
会
員
以
外
の
方
々
ど
な
た
で
も
応
募
出

来
ま
す
の
で
、皆
様
の
投
稿
、お
声
か
け
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

久
留
米
文
学
第
七
十
四
号﹇　
募
集
要
項　
﹈

一
、記
入
事
項
／（
部
門
・
題
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
）を
明
記
の
上
、メ
ー
ル
か
郵

送
で
ご
応
募
下
さ
い
。

●　
詩　

三
篇
以
内　

         　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙　
一
篇
三
枚
以
内

●　
短
歌　
五
首
一
組（
題
を
つ
け
て
）

●　
俳
句　
三
句
一
組（
題
不
要
）

●　
川
柳　
三
句
一
組（
題
不
要
）、

           

会
員
は
五
句（
題
を
つ
け
て
）

●　
小
説
・
エ
ッ
セ
イ
等

　
•
手
書
き
の
場
合　

　
　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
縦
書
き

　
　
（
読
み
や
す
い
よ
う
楷
書
体
で
書
く
こ
と
）

　
•
パ
ソ
コ
ン
の
場
合

　
　
縦
書
き
20
字
×
20
行

　
※
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
共
に

　
　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
六
〇
枚
以
下

　
※
未
発
表
の
作
品
に
限
る

　
※
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い

二
、　締
切
り
／
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日

三
、　投
稿
料
／
一
作
品
に
つ
き
一
〇
〇
〇
円　

　
　
　
　
　　
（
郵
便
小
為
替
）を
作
品
に
同
封

四
、　送
り
先
／
久
留
米
連
合
文
化
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
俳
句
部
・
吉
田　
い
ず
み
）

第
73
回

連
文
茶
道
部
大
茶
会

坂
本
繁
二
郎
生
家
で

お
茶
を
楽
し
む
会

　
毎
年
、坂
本
繁
二
郎
の
誕
生
日
の
３
月
に「
お

茶
を
楽
し
む
会
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。今
年

は
3
月
15
日
（日）
、開
催
致
し
ま
し
た
。

　
風
が
強
く
、

少
し
肌
寒
い

一
日
で
し
た

が
、
ご
家
族

連
れ
や
、
海

外
か
ら
観
光

に
お
見
え
に

な
っ
た
６
名

の
お
客
様
な

ど
、
短
い
時

間
で
し
た
が

１
０
０
名
を

超
え
る
お
客

様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、

お
抹
茶
と
お

菓
子
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
茶
道
部
・
西
依　
宗
直
）

　
令
和
8
年
4
月
19
日
（日）
、久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
4
階
和
室
・
中
会
議
室
、5
階
大
会
議
室
に
お

い
て
、久
留
米
連
合
文
化
会
茶
道
部
の
五
流
派
に

よ
る
合
同
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
朝
は
雨
交
じ
り
の
空
模
様
で
し
た

が
、約
4
5
0
名
と
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
、大
況
の
お
茶
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
和
室「
長
盛
」で
は
、床
の
間
の
紫
菖
蒲
が
緑
の

葉
に
映
え
、清
々
し
い
空
間
の
中
、正
座
で
き
な

い
方
に
は
椅
子
席
も
用
意
さ
れ
、ゆ
っ
た
り
と
お

（
江
戸
千
家
久
留
米
不
白
会
）

茶
と
お
菓
子
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
他
の
お
席
で
も
、趣
向
を
凝
ら
し
た
お
も

て
な
し
に
、お
客
様
は「
と
て
も
良
い
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」と
の
お
言
葉
。

　
帰
る
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、お
客
様
は
、満
足

し
た
お
顔
で
帰
途
に
着
か
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茶
道
部
・
角
谷　
仙
冽
）
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第　
回
　

連
文
書
道
部 

書
作
家
展

　
令
和
8
年
5
月
20
日
（水）
か
ら
5
月
24
日
（日）
ま

で
、久
留
米
市
美
術
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
書
道

部
57
名
に
よ
る
書
作
家
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は「
親
し
み
や
す
い
書
」を
テ
ー
マ
に
漢

字
、か
な
、調
和
体
、篆
刻
で
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝

ら
し
た
１
１
６
点
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。漢
詩
、

良
寛
の
歌
、源
氏
物
語
、百
人
一
首
と
様
々
な
作

品
が
並
び
ま
し
た
。

　
会
期
中
は
天
気
に

恵
ま
れ
、１
５
０
９

名
も
の
多
く
の
方
々

に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、

盛
会
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。足
を
運
ん
で
い

た
だ
い
た
皆
様
に
は

こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
後
、書
道
文
化

が
ま
す
ま
す
発
展
し

て
い
く
よ
う
若
者
に

も
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
会

員
一
同
努
力
、研
鑽

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 （
書
道
部

　
　
・
村
松 

知
子
）

　
令
和
8
年
6
月
2
日
（火）
か
ら
7
日
（日）
ま
で
、久

留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
部
員
12
名
の
独
自
の
思
い
で
表
現
し
た
作
品

32
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
２
年
に
一
度
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
が
、毎
回

楽
し
み
に
来
ら
れ
る
方
、熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
質

問
さ
れ
る
方
等
、い
ろ
い
ろ
な
方
に
鑑
賞
し
て
い

た
だ
き
、励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、水
墨
画
に
興
味
を
持
ち
、始
め
ら
れ
た

方
も
お
り
、展
覧
会
を
開
催
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。　　
　
　
（
水
墨
画
部
・
城
戸 

妙
子
）

　
第
19
回
久
留
米
連
合
文
化
会
工
芸
部
会
員
作

品
展
を
6
月
16
日
（火）
か
ら
21
日
（日）
ま
で
、久
留
米

市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　
催
事
中
の
来
館
者
の
数
は
総
計
2
5
4
名
で

し
た
。染
色
、ガ
ラ
ス
、陶
芸
の
多
種
多
様
な
作
品

24
点
を
展
示
で
き
た
事
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

改
め
て
会
員
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。来
年
は
会
員
展
20
回
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

来
年
も
良
い
作
品
を
展
示
で
き
る
よ
う
会
員
全

員
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　

　

                        　　
（
工
芸
部
・
廣
藤 
圭
）

第
60
回
　

仲
縄
忌
俳
句
大
会

◎　◎　◎　
　
6
月
27
日
（土）
に
寺
町
の
遍
照
院
に
て
仲
縄
忌

が
営
ま
れ
ま
し
た
。前
日
ま
で
の
荒
れ
模
様
の
天

気
も
回
復
し
て
、俳
句
部
の
参
加
者
は
、庭
を
散

策
し
、作
句
し
、墓
前
祭
に
参
列
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、南
薫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て

俳
句
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
句
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
し
た
。

　
特
選
一
句（
◎
）、佳
作
二
句

　
　
　

　
　
　
　
大
力　
妙
子　
選

旅
の
果
て
夏
蝶
落
ち
る
仲
縄
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
無
明

黒
南
風
に
揺
る
る
墓
前
の
日
章
旗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田　
い
ず
み

今
年
ま
た
胸
に
翳
せ
し
彦
九
郎
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岡　
清
志

　
　
　

　
　
　
　
宮
﨑　
み
ゆ
き　
選

献
吟
の
震
は
す
緑
仲
縄
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
力　
妙
子

一
年
の
大
き
な
節
目
仲
縄
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口　
桂
子　

献
吟
の
声
の
涼
し
き
仲
縄
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田　
い
ず
み

　
　
　

　
　
　
　
吉
田　
い
ず
み　
選

喪
心
に
訪
へ
ば
今
年
も
捩
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
日
方　
明
美

風
鈴
が
交
互
に
鳴
り
て
仲
縄
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
削　
美
和
子

夏
帯
の
袱
紗
き
り
り
と
献
茶
の
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坪　
久
美
枝

                    　

   （
俳
句
部・大
力 

妙
子
）

第　
回
　

連
文
水
墨
画
部
展

12

52

第　
回
　

連
文
工
芸
部
作
品
展

19
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令
和
8
年
1
月
26
日
（月）
〜
2
月
1
日
（日）

ま
で
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
2
階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
於
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
洋
画
部
・
デ
ザ
イ
ン
部
・
書
道
部
会
員
で

審
査
を
行
い
、絵
画
は
、応
募
数
２
３
３
５

点
、入
選
２
０
４
点
、入
賞
96
点
、書
道
は

応
募
数
１
１
７
２
点
、入
選
３
７
３
点
、入

賞
97
点
で
し
た
。

　
絵
画
は
、小
学
生
・
高
校
生
の
応
募
数
が

か
な
り
増
え
、小
学
生
の
作
品
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
、審
査
員
の
先
生
方
も
驚
き
、選
考

に
苦
慮
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
書
道
は
、残
念
な
が
ら
応
募
数
が
や
や
減

大
賞　
　

書
道
の
部

矢
留
小
学
校
４
年　

黒
田 

詢
和
さ
ん　

　
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
堂
々
と
し
た
作
品
。

線
に
力
強
さ
が
あ
り
、尚
且
つ
な
め
ら
か
で
あ
り
、

凛
と
し
て
い
ま
す
。

名
前
も
り
っ
ぱ
で
、見
事
な
作
品
で
す
。今
後
期

待
い
た
し
ま
す
。     　
（
書
道
部
・
豊
福 

桂
舟
）

第
24
回

ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繁
展

大
賞　
　

絵
画
の
部　
　

中
牟
田
小
学
校
6
年   

川
﨑　
ち
よ 

さ
ん　

　
組
体
操
を
し
て
い
る
様
子
を
独
特
な
視

点
か
ら
描
い
て
あ
り
ま
す
。一
人
一
人
の
表

情
や
体
の
動
き
な
ど
を
よ
く
観
察
し
て
あ

り
、場
面
の
緊
迫
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
素
晴

ら
し
い
作
品
で
す
。 （
洋
画
部
・
宇
美 

拓
哉
）

じ
ゅ
ん
な

連
文
デ
ザ
イ
ン
部
展

　
令
和
8
年
7
月
14
日
（火）
か
ら
20
日　
ま
で
の

7
日
間
、久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
部
展
で
は
毎
回
、共
通
の
テ
ー
マ
を
設
け
、

「
誰
に
・
何
を
・
ど
の
よ
う
な
価
値
で
伝
え
る

の
か
」を
意
識
し
、作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確

に
し
な
が
ら
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま

た
、展
示
全
体
を
通
し
て
一
貫
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、新
た
な「
気
づ
き
」が

生
ま
れ
る
展
示
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
ア
・
ツ
・
イ
！
」。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
に
解
釈
し
た
個
性
豊
か
な
作

品
が
並
び
、会
期
中
は
4
5
4
名
の
皆
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
高
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
デ
ザ
イ
ン
部
・
吉
本 

暢
子
）

少
し
ま
し
た
が
、学
校
単
位
で
の
応
募
は
増
え
て

お
り
ま
す
。塾
の
生
徒
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
に
は
及
ば

な
い
も
の
の
、学
校
か
ら
の
応
募
数
が
増
え
た
こ

と
は
、大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、今
後
の
さ

ら
な
る
広
が
り
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
終
日
の
2
月
1
日
（日）
の
表
彰
式
で
は
、ジ
ュ

ニ
ア
青
木
繁
展
大
賞
を
は
じ
め
、特
別
賞
・
優
秀

賞
・
奨
励
賞
・
佳
作
の
受
賞
者
や
ご
家
族
の
参

加
で
会
場
が
い
っ
ぱ
い
と
な
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

（月・祝）
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第
53
回
久
留
米
謡
曲
連
盟
謡
曲
大
会　
　
　
　
　

1
／
　

25
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

第
24
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繁
展〈
展
示
〉　　
　
　
　

1
／
　

26
　

（月）
　

〜
2
／
　

1
　

（日）
　・え
ー
る
ピ
ア
久
留
米　
２
Ｆ

第
73
号
久
留
米
文
学
発
刊（
新
編
）　　
　
　
　
　

3
／
　

1
　

（日）
　 

池
坊
三
潴
支
部
創
立
85
周
年
記
念
花
展　
　

   　

3
／
　

6
　

（金）
　

〜
3
／
　

9
　

（月）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
展
示
室

坂
本
繁
二
郎
生
家「
お
茶
を
楽
し
む
会
」（
江
戸
千
家
久
留
米
不
白
会
）3
／
　

15
　

（日）
　・坂
本
繁
二
郎
生
家

第
73
回
け
し
け
し
祭 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
／
　

20
　

（金・祝）
　・か
ぶ
と
山

華
道
家
元
池
坊
久
留
米
支
部
花
展      　
　

   　

3
／
　

28
　

（土）
　

〜
3
／
　

29
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
展
示
室

第
44
回
水
墨
画
心
象
会
展　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　                

3
／
　

31
　

（火）
　

〜
4
／
　

5
　

（日）
　・久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
72
回
茶
道
部
大
茶
会          　
　
　

  　
　
　
4
／
　

19
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　 

和
室・大
中
会
議
室

久
留
米
児
童
合
唱
団
第
54
回
定
期
演
奏
会　
　
　

 

5
／
　

4
　
　

（月・祝）・石
橋
文
化
ホ
ー
ル　

僕
と
音
楽
Ⅱ（
冨
松
正
治 

Fo
l
k
mus
ic 

h
is
tory
） 5
／
　

17
　
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　 
久
留
米
座

第
52
回
書
道
部
書
作
家
展　
　
　
　
　

    　
　

5
／
　

20
　

（水）
　

〜
5
／
　

24
　

（日）
　・久
留
米
市
美
術
館　
１
階

令
和
8
年
度
久
留
米
連
合
文
化
会
総
会　
　  

　

5
／
　

30
　

（土）・ホ
テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創
世 

久
留
米

第
12
回
水
墨
画
部
展　
　
　
　
　
　

 　

                   　
　
　
　
　
　
　

6
／
　

2
　

（火）
　

〜
6
／
　

7
　

（日）
　・久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
19
回
工
芸
部
作
品
展　
　
　
　
　
　

 　

                   　
　
　
　

6
／
　

16
　

（火）
　

〜
6
／
　

21
　

（日）
　・久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
60
回
仲
縄
忌
俳
句
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
／
　

27
　

（土）・南
薫
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

仲
縄
忌
供
茶
呈
茶（
裏
千
家
淡
交
会
久
留
米
支
部
）　  　

6
／
　

27
　

（土）
　・遍
照
院

デ
ザ
イ
ン
部
展「
ア・ツ・イ
!
」　　
　
　

     　

 

7
／
　

14
　

（火）
　

〜
7
／
　

20
　

（月・祝）
　・久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

杉
並
児
童
合
唱
団
久
留
米
公
演　
　
　
　
　
　
　

8
／
　

9
　
　

（日）
　・石
橋
文
化
ホ
ー
ル

フ
ジ
タ
バ
レ
エ
研
究
所
第
24
回 

研
究
生
発
表
会　
8
／
　

21
　
　

（金）
　・石
橋
文
化
ホ
ー
ル

青
木
繁
旧
居「
お
茶
を
楽
し
む
会
」（
江
戸
千
家
）
　
10
／
4
　

（日）
　・青
木
繁
旧
居

第
45
回
会
員
華
道
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
／
9
　

（金）
　

〜
10
／
12
　

（月・祝）
　・石
橋
文
化
会
館　
小
ホ
ー
ル

ム
ジ
カ・ソ
ナ
ー
レ・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
第
28
回
演
奏
会
　

10
／
　

11
　

（日）
　・え
ー
る
ピ
ア
久
留
米　
視
聴
覚
ホ
ー
ル

第
75
回
久
留
米
市
総
合
美
術
展　
　
　
　
　
　
　
10
／
14
　

（水）
　

〜
11
／
1
　

（日）
　・久
留
米
市
美
術
館　
１
階

第
55
回
会
員
美
術
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
10
／
14
　

（水）
　

〜
11
／
1
　

（日）
　・久
留
米
市
美
術
館　
１
階

上
下
水
道
フ
ェ
ア
茶
会　
　
　
　
　
　
　
　　
　　
10
／
17
　

（土）
　・久
留
米
市
南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

０
歳
か
ら
の
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　

10
月
予
定・石
橋
文
化
会
館　
小
ホ
ー
ル

第
78
回
久
留
米
市
茶
道
連
合
会
法
要
大
茶
会　
　
11
／
8
　

（日）
　・梅
林
寺

第
72
回
桃
青
忌
俳
句
大
会           　
　
　
　
　
　
11
月
予
定・御
井
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

詩
の
集
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
11
月
予
定・久
留
米
大
学

第
14
回
ド
ク
タ
ー
ブ
ン
ブ
ン 

ア
ー
ト
で
あ
そ
ぼ
う
！ 　

11
／
29
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

第
25
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繁
展〈
公
募・搬
入
〉　　

12
／
14
　

（月）
　

〜
12
／
18
　

（金）・久
留
米
連
合
文
化
会
事
務
局

久
留
米
光
画
会
1
2
0
周
年
創
設
記
念
写
真
展　
12
／
23
　

（水）
　

〜
12
／
27
　

（日）
　・久
留
米
市
美
術
館　
１
階
　

◎
日
誌
◎
報
告

　report

2
0
2
6
年（
令
和
8
年
）　
1
月
〜
7
月

◎
芸
術
散
策
◎
行
事
の
お
知
ら
せ

inform
ation

2
0
2
6
年（
令
和
8
年
）　
8
月
〜
12
月

表紙／「華道展の花器」（撮影　中村金次）　　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

元
田
　

典
利
　

さ
ん　　（
彫
刻
部
）　　
令
和
8
年
3
月

龍
頭
　

喜
舟
　

さ
ん　　（
書
道
部
）　　
令
和
8
年
5
月

船
嶋
　

思
甫
　

さ
ん　　（
華
道
部
）　　
　

令
和
8
年
6
月

訃
報
（
令
和
8
年
1
月
〜
7
月
）

原
稿

募
集

次
号
1
2
2
号
の
原
稿
募
集
し
て
い
ま
す
。10
月
原
稿
締
め
切
り
。1
月
発
行
予
定
で
す
。

会
報
に
掲
載
し
た
い
活
動
の
報
告
と
予
定
を
部
で
ま
と
め
、部
長
が
事
務
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。広
報
委
員
会
で
話
し
合
い
、部
門
と
部
の
活
動
を
優
先
し
次
に
流
派
や
個
人
の

活
動
を
掲
載
し
ま
す
。
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